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あ
る
が
、
宿
場
と
な
っ
た
江
戸
時
代
以
降
は
、
行
き
交
う
旅

人
に
と
っ
て
の
地
蔵
信
仰
の
対
象
と
な
っ
た
。
宿
場
町
で
あ

り
な
が
ら
門
前
町
で
も
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

地
蔵
院
に
は
三
件
の
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
が
あ
る
。

本
堂
は
元
禄
一
三
（
一
七
〇
〇
）
年
に
落
成
し
た
、
桁
行
五

間
、
梁
間
四
間
、
寄
棟
造
り
本
瓦
葺
き
の
大
規
模
な
建
物
で

あ
る
。
町
並
み
の
中
で
重
要
な
景
観
要
素
に
な
っ
て
い
る
。

愛あ
い
ぜ
ん
ど
う

染
堂
は
寛
永
七
（
一
六
三
〇
）
年
に
建
立
さ
れ
、
桁
行

三
間
、
梁
間
三
間
、
寄
棟
造
り
本
瓦
葺
き
の
建
物
で
あ
る
。

建
立
当
初
は
こ
こ
に
本
尊
の
地
蔵
菩
薩
が
安
置
さ
れ
て
い
た

の
で
「
地
蔵
堂
」
と
称
さ
れ
て
い
た
が
、
本
堂
へ
本
尊
が
移

さ
れ
た
後
に
愛
染
明
王
像
が
祀
ら
れ
た
の
で
こ
の
名
称
と

な
っ
た
。

鐘
楼
は
寛
永
二
一
（
一
六
四
四
）
年
に
建
立
さ
れ
、
桁
行

一
間
、
梁
間
一
間
、
切
妻
造
り
本
瓦
葺
き
の
建
物
で
あ
る
。

梵
鐘
が
な
い
こ
と
を
嘆
い
た
法
印
が
寄
付
を
募
っ
て
改
鋳
し

た
こ
と
が
銘
文
に
残
っ
て
い
る
。

東
海
道
に
あ
る
宿
場
町
の
希
有
な
町
並
み

重
伝
建
の
種
別
で
「
宿
場
町
」
お
よ
び
類
似
の
表
記
が
あ

る
も
の
は
、
関
宿
を
含
め
て
も
少
な
い
。
高
度
経
済
成
長
下

の
日
本
に
お
い
て
、
東
海
道
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
か
ら
離
れ
た
場

所
で
の
町
並
み
保
存
は
、
建
物
や
景
観
要
素
の
保
全
と
そ
の

観
光
地
化
を
目
的
に
、
取
組
み
が
円
滑
に
行
わ
れ
た
。
し
か

し
、
関
宿
の
あ
た
り
は
旧
東
海
道
と
国
道
一
号
が
三
〇
〇
ｍ

も
離
れ
て
い
な
い
場
所
を
併
走
し
て
い
る
。
町
並
み
が
こ
の

よ
う
に
残
存
し
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
希
有
で
あ
る
。

し
か
し
、
持
続
可
能
な
町
並
み
保
存
や
、
そ
こ
で
の
伝
統

を
後
世
に
守
り
伝
え
て
い
く
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。「
関

の
山
」
の
用
例
と
な
ら
な
い
こ
と
を
切
望
す
る
。（

林
　
哲
志
）

参
考
文
献

・『
鈴
鹿
関
町
史 

上
巻
』
関
町
役
場
、
一
九
七
七

・『
関
宿 

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
調
査
報
告
』
三
重
県
鈴
鹿
郡
関
町
、

一
九
八
一
（
文
献
1
）

・『
鈴
鹿
関
町
史 

下
巻
』
関
町
役
場
、
一
九
八
四
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